
「みんなでつくろう明日の人材」

「今求められるオープン・イノベーションとは！」
大阪ガス株式会社 技術戦略部オープン・イノベーション室長　 松本 毅氏

消費者庁長官（8/10 就任予定、元文部科学省 文部科学審議官）　 板東 久美子氏
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2014
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大阪府立大学 学術交流会館
〒599-8531 大阪府堺市中区学園町1番1号

13:00～18:10 18:20～19:20

○主催：和歌山大学・大阪府立大学（幹事校）・兵庫県立大学・追手門学院大学・大阪音楽大学・大阪工業大学・大阪成蹊大学・関西外国語大学・
摂南大学・帝塚山学院大学・芦屋大学・大手前大学・神戸学院大学・大阪音楽大学短期大学部
○協力：近畿経済産業局・関西経済連合会・関西生産性本部・大阪府中小企業団体中央会・関西広域連合（構成団体：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫
県、和歌山県、鳥取県、徳島県、京都市、大阪市、堺市、神戸市）・和歌山市・兵庫県経営者協会・和歌山県経営者協会

氏

子氏

参加無料
【対象】
企業・一般
・学生

※

※交流会のみ有料

平成24年度文部科学省「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業」
大阪・兵庫・和歌山「産官学地域協働による人材育成の環境整備と教育の改善・充実」

大阪府立大学 学長　 奥野 武俊氏

「みんなでつくろう明日の人材
 ～地域一体となった人材育成をめざして～」
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パネルディスカッション

大学の取組事例
学生リーダー会企画
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学生リーダー会3期生



□南海高野線「白鷺駅」下車、南西へ約 500m、徒歩約 6 分。
□南海高野線「中百舌鳥駅」下車、南東へ約1,000m、徒歩約13 分。
□地下鉄御堂筋線「なかもず駅（5 号出口）」から南東へ約1,000m、徒歩約13 分

最終年度となる本フォーラムでは、地域が一体
となってどんな人材を育てていくのか、また、
地域が一体となって育てていくことの意味、そ
のためにどのようにすれば継続して産学協働
ですすめていくことができるのか、そのあり方
などを議論します。また、大学取組発表および
ポスターセッションでは、テーマ I~IV のそれ
ぞれから、4大学が本取組の連携成果をどの
ように大学に還元しているのか等について
発表します。

〒599-8531 大阪府堺市中区学園町1番1号

【お問合わせ】 
フォーラム事務局　
　 FAX（072）240-7081　　
　 forum@sneeds-kansai.jp
　 http://www.sneeds-kansai.jp/

SCHEDULESCHEDULE

ACCESSACCESS

CONTACTCONTACT

合同フォーラム「みんなでつくろう、明日の人材」に参加いたします。

フォーラム参加ご希望の方は、下記申込書をフォーラム事務局へFAXもしくは下記項目をメールに記載の上、件名を「フォーラム参
加希望」として、お申込み下さい。申し込みは9月1日（月）で一旦締め切らせていただきます。

※交流会参加費：3000円

氏 名

ふりが な
所属先等
（学生であれば
  大学名）

連 絡 先 交 流 会
参 加 交流会に（参加します  ・  参加しません）

電　話 　　 　（　　　　）-　　

メールアドレス

※お申し込みの際の個人情報は応募後の事務連絡、統計資料等の作成に使用します。利用目的以外の使用については、一切いたしません。

※スケジュールは一部変更になる場合もあります。ご了承下さい。

FAX申込書

お申し込み用紙
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14:20

多目的ホール サロン

大阪府立大学 学術交流会館
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